
1979年4月6日生まれ（44歳）
財務大臣秘書を務め、川崎市内をくまなく歩く。
その後、川崎市内を含め、児童福祉施設を8カ所立ち上げる。
現在、3児の父として、共働きで子育て真っ最中。
2021年10月、衆院選で初当選。
2021年11月、神奈川維新の会代表就任。
■所属就任一覧
国会　文部科学委員会 など
党内　党副幹事長、党改革プロジェクトチーム など

維新、躍進。
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金村りゅうな金村りゅうな

■川崎事務所
〒210-0836　
川崎市川崎区大島上町18-1　サニークレイン201
TEL：044-366-8680　FAX：044-366-8681
■E-mail：official@ryuna-kanemura.jp

■国会事務所
〒100-8982　
東京都千代田区永田町2-1-2　衆議院第二議員会館421号室
TEL：03-3508-7411　FAX：03-3508-3891
■HP：https://ryuna-kanemura.jp

HP
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地元の衆議院議員
金村りゅうなの日々の活動は
こちらのSNSからチェック！
フォローお待ちしてます！

　4月9日、4月23日に施行された統一地方選挙。私は神奈川維新の会の代表として
選挙戦の陣頭指揮を執って参りました。
　全国では維新の地方議員が765名へと増え、神奈川県内でも36名が新たに当選を
果たしました。地元の皆様から頂いた期待に応えるべく、更に身を引き締めて全力
で働いて参ります。

　日本維新の会は、神奈川県内おいてほとんど議席を持っていない状況
でしたが、今回の統一地方選挙においては県議会で6議席、川崎市議会
では7議席、横浜市議会では8議席、相模原市議会では4議席を獲得いた
しました。
　これによって、各議会で交渉会派として市長や知事へ直接代表質問を
行う権限を持ち、議会において存在感を増す結果となっています。ま
た、県内の一般市議会、町議会選挙では擁立した候補者が11人すべて当
選を果たし、多くが上位当選をしております。

　関西圏では、大阪府議会・市会ともに過半数を獲得。大阪府知事、大
阪市長、奈良県知事も維新が制しました。衆議院の補欠選挙において
は、和歌山で自民党を下して維新が議席を獲得する結果となりました。

　川崎でも、引き続き政策実現・改革実行に向けて金村りゅうなが先頭
に立って働いて参ります。

日本維新の会、県内各議会で交渉会派へ

機関紙　日本維新　号外



山田えり　　　（自　民）8,514票【当選】
嶋崎よしお　　（自　民）7,113票【当選】
浜田まさとし　（公　明）6,934票【当選】
本間ケンジロウ（自　民）6,654票【当選】
仁平かつえ　　（維　新）6,348票【当選】
後藤まさみ　　（共　産）6,045票【当選】
浦田だいすけ　（公　明）5,715票【当選】
林としお　　　（国　民）5,363票【当選】
長谷川ともかず（立　憲）5,283票【当選】
片柳すすむ　　（共　産）3,868票
瀬山てるひこ　（維　新）3,008票
林ひろみ　　　（無所属）2,591票
田中ハヤト　　（無所属）2,278票

【市議選　川崎区結果】

なすのあやか　（維　新）12,794票【当選】
加藤たかあき　（自　民）9,344票【当選】
嶋りょうた　　（立　憲）7,837票【当選】
野田まさゆき　（自　民）6,958票【当選】
渡辺学　　　　（共　産）6,045票【当選】
河野忠正　　　（公　明）6,223票【当選】
枝川まい　　　（公　明）5,994票【当選】
田村京三　　　（立　憲）4,473票

【市議選　幸区結果】
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川崎市議会議員選挙の結果
　金村りゅうなの地元である川崎区・幸区では1議席ずつ獲得いたしまし
た。市内全域においては、中原区で1人、高津区で1人、宮前区で2人、多摩
区で1人が当選し、計7人の会派として議会活動を行っていきます。中でも、
幸区、宮前区ではトップ当選を果たし、川崎市全体として維新への期待が大
きく表れる結果となっています。

神奈川県議会議員選挙の結果
　県議会議員選挙において、川崎区・幸区は惜敗となりました。川崎市で
は、中原区、高津区、宮前区で１議席ずつを獲得し、県内全体では６議席
となっております。

■金村りゅうなサポーター募集中！！

　地元・川崎で金村りゅうなの活動を支えてくださ
る方々を募集しております。
　特定の組織や団体の支援がない金村には、地元の
皆様のお力が不可欠です。

ご興味のある方は、お気軽にQRコードまたはメー
ル等でご連絡をいただければと思います。 ▲詳しくはこちら

　統一地方選挙と衆議院の補欠選挙が閉幕した今、自民党は堅調な政権運
営を見せています。解散総選挙が年内には行われると囁かれる中、コロナ
禍や旧統一教会問題で浮き彫りとなったのは、今の政治体制による限界で
す。利害調整を中心とした自民党の本質はまさに「しがらみ政治」そのも
のであり、日本社会を覆う停滞感や閉塞感の根本には、この「しがらみ政
治」を打開できないことが挙げられます。
　一昨年から数えて2回の国政選挙、今回の統一地方選挙を経て、日本維
新の会は議席増を果たしました。自民党への消極的不支持とも受け取れる
これまでの選挙結果から何を見出すか。
　長引くコロナ禍、ロシアによるウクライナへの侵略、物価高など暗いニ
ュースが散見される今こそ、我々日本維新の会が真の改革政党として名乗
りをあげなければなりません。　

選挙結果を受けて


